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|ま、２つのタイプのイオン運動がガラス中に存在して
いることが示唆され、１つはAgイオンとPO4チェーンか
ら形成された局所的な運動と、もう一つは高速拡散の
Agイオンの運動から成ることが考えられる。
５．むすび
（Agl)x-(AgPO3),_xガラスのx＝０，ｘ＝0.1の違いによ
るAgイオンの拡散過程の影響を調べるために、誘電緩
和測定を試みた。ガラス中のAglの有無により、Ａｇイオ
ンの拡散過程に顕著な影響が現れることを実験的に示
した。この結果は、Agl添加により、SICGの高イオン導
電性の実現を保証しており、高速緩和のAgイオンが増
加していることが示唆される。
今後の課題としては、物理的に意味のある緩和モデ
ル(例えば、Kohlrausch-Williams-Watts型緩和モデル
等)を用い測定データの誘電緩和のフイッテイング解
析・評価を行うことであるが、これは将来の課題とし
たい。また、（AgM)x-(AgPO3),_Ⅸ（M＝Br、Ｃｌ、ｘ=０．１）
について誘電測定を行い、その緩和過程を調べていく
予定である。
3５
3０
2５
2０
里
u〕
1５
1０
謝辞日ごろご鞭燵を頂く本学理学部若村国夫教授に
深謝する。また、本研究を進めるに当り実験に協力し
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図５(b)．ｘ=0とx=０１の違いによる(Agl)x‐(AgPO3),_xガラスのＥ"
４－３イオン伝導と誘電緩和
現象論的に、ガラスの電気伝導度は常に低周波誘電
分極を伴うことから、ガラスの直流伝導度とイオン伝
導度に付随して観測される誘電緩和の問に密接な関係
があることが知られている')。SlCGにおける直流イオ
ン伝導度０．°の評価には、式(2)を用いた。
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ここで、てaは平均緩和時間，ＥＣ(＝8.854×10-12[F/m]）
は真空中の誘電率、ｆｍ(＝'八.)は誘電緩和吸収のピ
ークでの周波数であり、ｐは相関係数で混合アルカリ
ガラスなどを除くとほぼ１である。表１は誘電スペク
トルのデータから見積もった誘電特性の値と、ｐ＝ｌ
として。ｄｏを求めた値をまとめて示したものである。
表,より、Ａｇ,添加により。｡cが大きな値を示すことが
わかる。また、この値は。｡c*の文献値とほぼ一致する
ことがわかった。
表１（Agl)x-(AgPO3),_xにおける誘電特性と直流伝導度
ｘＥｏｏ為[Hz］ ０．｡[S/m］。｡；［S/m］
１０．２５．６３×１０３
１２．５５．１９×１０５
３．２１×１０－６
３．６１×１０－４
9.9×１０－６
９．０×１０－４１●
０
０
ここで、Odc*は電気伝導測定によるOdcの文献値を表す。
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DielectricPropertieso定theAgPO3and(Agl)01(AgPO3)o9
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Thedielectricconstantsof(Agl)x-(AgPO3)Ｌxglasseshavebeenmeasuredfbrx=Ｏａｎｄｘ=O1m
frequencyrangeofl-30000kHzatroomtemperature・Ｔｈｅｒｅａｌａｎｄｉｍａｇｉｎａｒｙｐａｒｔｓｏｆｔｈｅ
ｄielectricconstantsshowconsiderablydiffbrentbehaviorsfromthoseofnon-ionicconductiveglass
SiO2Thefrequencydependenciesofthedielectricconstantsfbrx=ＯａｎｄＯ・lshowtwohumpsor
shouldersrapidlyincreasinginthelligherfiPequencyregion､Fromthosebehaviors,wesuggesta
smallrelaxationtimefbrAg+-ionsintheAgPO3glass．
